






















芸術家と AP の相互作用、つまり「若手芸術家が AP に参加をすることは、その芸術家の芸
術活動にいかなる影響を及ぼすのか」についての問いである。そして芸術の〈生産〉の中
で芸術家が行っている独自の〈創作〉があるとするならば、それは何かを見出していく。
本文は 10 章と補論から構成されている。1 章を導入に用い、2 章では問題関心と検討課
題を明示し、分析の理論的枠組を 3 章で示す。4 章で 1990 年代以降の日本でおこった芸術
制度や芸術環境の変化を確認した後に、5 章で AP の成立背景や活動の経緯を分析する。そ
して 6～8 章ではフィールドワークの基づき AP に参加をする若手芸術家の活動や彼らの話
から若手芸術家自身がどのように芸術活動をその土地において行ってきたかを記述、考察






























































このような展開を受けて登場するのが AP である。AP は 1990 年代から市民活動や芸術家
の自主企画として各地で行われていたが、2000 年に新潟県の越後妻有地区で行われた「大













この状況の中で、各 AP は他の AP との差異化や独自の戦略を考えることが求められている。
4. アートプロジェクトへの反省






芸術や文化に係る活動をしていると思われる NPO のことを特に「アート NPO」という場
合もある。
3




















WAP を始めた作家たちは既存の AP へボランティアや手伝いとして参加をする中で、AP
のやり方を現場で学ぶとともに、これまでの AP への不信感や不満を抱いてきた。AP が芸
術家のみの狭い空間や関係に閉じてしまうことや、支援団体（自治体など）の方針に左右
されてしまうことなど、AP の中で社会において周辺に位置している芸術の立場を痛感する。
そこで新たな AP のあり方を模索し、「若さのプレミアム」を生かして自ら自身が AP を「利
用する」存在になるために戦略的に「空気を読まない」活動を試みている。そして美術活
動を媒介に地域に働きかけ、摩擦を起こすことから対話を生み出そうとしている。

























WAP は作家にとって価値のある AP を目指している。作家たちが WAP に参加をする理由
は、制作や展示あるいは地域コミュニティでの場所を求めてくる場合、わたらせと作品の
コンセプトや自身の出自が関係している場合、そしてさらに作家同士の交流を求める場合

























（第 9 章「芸術生産の社会学――結論」・第 10 章「芸術と社会学――おわりに」）
対象事例とした WAP は、近代化の中で成立した美術制度に対してもまたそれへの疑問や
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